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出願から就学までのスケジュール（2022年4月入学）

国際的な研究・教育環境

充実した英語サポート

政策研究大学院大学（GRIPS）の特色

■お問い合わせ先

学位　　　　　　修士（政策研究）
授業言語　　　　日本語・英語（学位論文は英語）
標準修業年限　　2年（4月入学）
募集人員　　　　10名程度
選抜方法　　　　書類審査及び面接
学費　　　　　　検定料30,000円、入学料282,000円、授業料642,960円（年間）
開講時間帯　　　夜間/土曜
場所　　　　　　港区六本木 大江戸線六本木駅より徒歩5分/千代田線乃木坂駅
                           より徒歩6分/日比谷線六本木駅より徒歩10分

出願期限      2021年10月15日（第1回）、2022年1月7日（第2回）
第1次審査（書類選考）結果通知     
2021年11月5日（第1回）、2022年2月3日（第2回）
第2次審査（面接）     
2021年11月11日または12日（第1回）、 
2022年2月9日または10日（第2回）
第2次審査結果通知
2021年11月25日（第1回）、2022年2月24日（第2回）
就学開始     2022年4月

　キャンパスは東京都心・六本木に位置し、全学生の約3分の2が留学生という極めて国際的な環境です。英語による科目の履修を通じて、世界各国の政府部門
で働くミッドキャリアである留学生達との政策議論に挑戦してください。また、交流イベント等を通じた学生間の国際交流も積極的に支援しています。このような
環境を通じて、修了後のキャリアにおいても貴重な財産となる人的ネットワークを構築してください。

　本学に設置されたプロフェッショナル・コミュニケーションセンター（CPC）では、大学院教育に求められる高度なアカデミック英語だけでなく、GRIPS修
了後に、プロフェッショナルとして国際的な現場で生かすことのできる実践的な英語のトレーニングなど、英語に関するあらゆるサポートを行っています。
　プロフェッショナルとして求められる会話、プレゼンテーション、議論、文書作成等に関する英語力を身につけるためのワークショップ、英語で行われる講義
を履修したい日本人学生向けのLanguage Support Program for Japanese Students、英語学習の教材の閲覧や、学生同士のコミュニケーションの場と
して自由に使用できるコミュニケーションラウンジなど、充実したサポート環境を最大限に活用してください。

プログラム概要



授業科目（夜間・土曜開講のもの）

国際的指導力育成プログラム（GLD）

外交アカデミー

在学生の
所属機関

プログラム担当教員

在学生コメント 講義を担当するスペシャリスト

組織や国のブランドに依存しない人材の育成
　激動する世界のなかで、日本が非欧米社会で唯一の先進経済大国として特別待遇を受ける時代は終わりました。日本の政府職員で

あるから、有力企業の職員であるからというだけで一目おいてもらえることはありません。こうした世界のなかでは、情勢やトレンドを

正確に理解し、的確な対応をとることのできる、構想力、指導力、コミュニケーション能力を兼ね備えた人材が必要になります。そして、

そうした人材が各組織の総合力と結びつくことによって、日本と世界を変える力が発揮されることになります。

　多様化・専門化する国際社会で、リーダーシップを発揮する「真の外交力」が必要とされるのは外務省だけではありません。

今では、すべての中央省庁、関係機関、地方自治体が何らかの形で世界とつながり、「真の外交力」の必要性を感じています。民間企

業は、「地政学リスク」を的確に判断しつつ、関係企業、各国政府、国際機関、さらにはNGOと交渉し、協力関係を築くことのできる
人材を必要としています。メディアは、国際情勢を日本に伝えるだけなく、独自の分析や切り口を提示し、世界に発信することの

できる人材を求めています。

「国際的指導力育成プログラム」とは？
　「国際的指導力育成プログラム」は、夜間と土曜日に開講される講義を履修することで、働きながら2年間で修士号を取得できる
プログラムです。募集対象は、政府、公共機関、民間企業などで国際業務に携わる幹部および幹部候補職員です。講義のほとんどは

日本語で行いますが、演習の一部と学位論文の執筆は英語で実施します。英語で議論したり、論文を執筆したりする能力を高めるた

めの講義や演習もプログラムに組み込まれています。

■外交アカデミー 1～4
■国際関係の理論と研究方法
■国際法
■経済政策分析

●朝日新聞社  ●海上保安庁  ●外務省  ●経済産業省  ●航空自衛隊  ●国際協力機構  ●国土交通省 
●大和フード＆アグリ株式会社  ●デロイト トーマツ コンサルティング合同会社  ●日本経済新聞社
●日本経済団体連合会  ●日本貿易振興機構  ●農林水産省  ●文部科学省  ●毎日新聞  ●陸上自衛隊

■国際経済交渉論
■外交戦略論
■外交交渉論
■安全保障論

■国際関係の理論と研究方法演習
■国際関係・外交シミュレーション
■Principles of Effective Communication
■Effective Communication for Global Leaders

   「外交アカデミー」は、国際交渉や国際会議で活躍する高度な国際交渉能力と洗練されたコミュニケーション能力を持つ人材を育成
するため、2015年からGRIPSのシンクタンクである政策研究院が開講している国家公務員・政府機関職員向けのプログラムです。外
交アカデミーでは、著名なスピーチライターである谷口智彦氏ら、国際経験の豊富な実務家、学識経験者が講師として高度で実践的な

講義を行っています。

　「国際的指導力育成プログラム」の学生は、「外交アカデミー」を受講することで、学位取得に必要な単位の一部を得ることができます。

　このほか、伊藤隆敏客員教授兼名誉教授（国際金融、日本経済論）、岩間陽子教授（国際政治、欧州安全保障）、大野健一教授（開発経済学、
産業政策論）、川﨑研一教授（経済モデル分析）、高木佑輔准教授（東南アジア地域研究、政治学）、道下徳成副学長・教授（安全保障論）をはじ
めとする本学教員による講義を受講することも可能です。

　このほか、兼原信克（本学客員教授、元国家安全保障局次長）、篠田邦彦（本学教授、前経済産業省通商交渉官）、田村暁彦（経済産業省審議官）、
鶴岡公二（前駐英大使、元TPP首席交渉官）をはじめとする実務経験者が実践的な講義を担当します。

田中 明彦　政策研究大学院大学学長
学位：マサチューセッツ工科大学政治学部大学院（Ph.D.）　専門分野：国際政治学
主な経歴：東京大学東洋文化研究所所長、東京大学理事・副学長、国際協力機構（JICA）理事長等
担当講義：国際関係の理論と研究方法、国際関係の理論と研究方法演習

 全ての分野で世界がシームレスにつながる中、国際
情勢を学ぶことはどの官庁、ビジネス分野において
も不可欠です。本コースでは第一線で活躍する講師

の方々から、日々変化する国際情勢の今後の見通しや、日本のこれまでの
歩みを広く学べ、また関心のある分野については深掘りして学ぶことが
できます。様々なバックグラウンドを持つ受講者とのディスカッションも
大きな魅力であり、講義のたびに新たな気づきを得るとともに、各受講者
の専門性から学ぶことが多々あり、普段の仕事への刺激にもなっています。

 本プログラムでは、経験豊富な講師陣による充実
した講義や研究への手厚いサポートはもちろんの
こと、各講義での意見交換の機会が大きな魅力で

す。少人数ながら多様なバックグラウンドをもつ学生同士のやり取りや
講師のコメントから、それまで意識してこなかった問題に気づくといっ
た発見があります。仕事の傍ら、発表やシミュレーション演習等に向けた
準備を行うことは大変ですが、それ以上に濃い学びを得ていると実感し
ています。

カテリナ・ペチコ　政策研究大学院大学教授
学位：テンプル大学（Ed.D.）　専門分野：教育学、言語教育
主な経歴：上智大学経済学部非常勤講師　
担当講義：Principles of Effective Communication, Effective Communication for Global Leaders

マシュー・ブルーマ　政策研究大学院大学講師
学位：東京大学（博士号）、コロンビア大学（Master of International Affairs）　専門分野：科学技術イノベーション政策・外交
主な経歴：経済産業省英語スピーチライター、The Economistアナリスト
担当講義：国際関係の理論と研究方法演習

廣中 雅之　政策研究大学院大学非常勤講師
主な経歴：1979年防衛大学校卒、元航空自衛官（空将）、統合幕僚監部運用部長、西部航空方面隊司令官、航空支援集団司令
官、航空教育集団司令官などを歴任（2014年退官）、ジョンズ・ホプキンス大学高等国際問題研究大学院修士課程卒、戦略国際
問題研究所客員研究員、スタンフォード大学国際安全保障研究所研究員、新アメリカ安全保障研究所上級研究員、米国・笹川
平和財団国家安全保障・外交問題研究員及びアジア・パシフィック・イニシアティブ・シニア・フェロー、現在、大阪大学大学院招
へい教授、政策研究大学院大学非常勤講師。

組織や国のブランドに依存しない
国際交渉を率いる人材

国・地方の政策担当者　　   　　     　　 民間企業職員　　　   　　       メディア従事者

プロフェッショナルスキル（実践科目）
国際関係・外交シミュレーション/国際交渉 /交渉と発信のための英語

学術的理論武装（アカデミック科目）

学術的理論に裏付けられた《真の外交力》
世界各地の
地域情勢の把握

日本と世界の
近代史への理解

国際関係
研究手法の習得

戦略論の
基礎の習得

国際法、国際経済、安全保障等に
関する様々な知識

英語による
交渉力の習得

学術的
分析能力の習得

国際経済 /国際法 /地政学リスク/安全保障 /外交戦略

対
象
者

講
義
内
容

必
要
と
さ
れ
る
力

北野 允 さん 
（文部科学省）

髙林 優花 さん 
（日本経済団体連合会）
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授業科目（夜間・土曜開講のもの）

国際的指導力育成プログラム（GLD）

外交アカデミー

在学生の
所属機関

プログラム担当教員

在学生コメント 講義を担当するスペシャリスト

組織や国のブランドに依存しない人材の育成
　激動する世界のなかで、日本が非欧米社会で唯一の先進経済大国として特別待遇を受ける時代は終わりました。日本の政府職員で

あるから、有力企業の職員であるからというだけで一目おいてもらえることはありません。こうした世界のなかでは、情勢やトレンドを

正確に理解し、的確な対応をとることのできる、構想力、指導力、コミュニケーション能力を兼ね備えた人材が必要になります。そして、

そうした人材が各組織の総合力と結びつくことによって、日本と世界を変える力が発揮されることになります。

　多様化・専門化する国際社会で、リーダーシップを発揮する「真の外交力」が必要とされるのは外務省だけではありません。

今では、すべての中央省庁、関係機関、地方自治体が何らかの形で世界とつながり、「真の外交力」の必要性を感じています。民間企

業は、「地政学リスク」を的確に判断しつつ、関係企業、各国政府、国際機関、さらにはNGOと交渉し、協力関係を築くことのできる
人材を必要としています。メディアは、国際情勢を日本に伝えるだけなく、独自の分析や切り口を提示し、世界に発信することの

できる人材を求めています。

「国際的指導力育成プログラム」とは？
　「国際的指導力育成プログラム」は、夜間と土曜日に開講される講義を履修することで、働きながら2年間で修士号を取得できる
プログラムです。募集対象は、政府、公共機関、民間企業などで国際業務に携わる幹部および幹部候補職員です。講義のほとんどは

日本語で行いますが、演習の一部と学位論文の執筆は英語で実施します。英語で議論したり、論文を執筆したりする能力を高めるた

めの講義や演習もプログラムに組み込まれています。

■外交アカデミー 1～4
■国際関係の理論と研究方法
■国際法
■経済政策分析

●朝日新聞社  ●海上保安庁  ●外務省  ●経済産業省  ●航空自衛隊  ●国際協力機構  ●国土交通省 
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■国際経済交渉論
■外交戦略論
■外交交渉論
■安全保障論

■国際関係の理論と研究方法演習
■国際関係・外交シミュレーション
■Principles of Effective Communication
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   「外交アカデミー」は、国際交渉や国際会議で活躍する高度な国際交渉能力と洗練されたコミュニケーション能力を持つ人材を育成
するため、2015年からGRIPSのシンクタンクである政策研究院が開講している国家公務員・政府機関職員向けのプログラムです。外
交アカデミーでは、著名なスピーチライターである谷口智彦氏ら、国際経験の豊富な実務家、学識経験者が講師として高度で実践的な

講義を行っています。

　「国際的指導力育成プログラム」の学生は、「外交アカデミー」を受講することで、学位取得に必要な単位の一部を得ることができます。

　このほか、伊藤隆敏客員教授兼名誉教授（国際金融、日本経済論）、岩間陽子教授（国際政治、欧州安全保障）、大野健一教授（開発経済学、
産業政策論）、川﨑研一教授（経済モデル分析）、高木佑輔准教授（東南アジア地域研究、政治学）、道下徳成副学長・教授（安全保障論）をはじ
めとする本学教員による講義を受講することも可能です。

　このほか、兼原信克（本学客員教授、元国家安全保障局次長）、篠田邦彦（本学教授、前経済産業省通商交渉官）、田村暁彦（経済産業省審議官）、
鶴岡公二（前駐英大使、元TPP首席交渉官）をはじめとする実務経験者が実践的な講義を担当します。

田中 明彦　政策研究大学院大学学長
学位：マサチューセッツ工科大学政治学部大学院（Ph.D.）　専門分野：国際政治学
主な経歴：東京大学東洋文化研究所所長、東京大学理事・副学長、国際協力機構（JICA）理事長等
担当講義：国際関係の理論と研究方法、国際関係の理論と研究方法演習

 全ての分野で世界がシームレスにつながる中、国際
情勢を学ぶことはどの官庁、ビジネス分野において
も不可欠です。本コースでは第一線で活躍する講師

の方々から、日々変化する国際情勢の今後の見通しや、日本のこれまでの
歩みを広く学べ、また関心のある分野については深掘りして学ぶことが
できます。様々なバックグラウンドを持つ受講者とのディスカッションも
大きな魅力であり、講義のたびに新たな気づきを得るとともに、各受講者
の専門性から学ぶことが多々あり、普段の仕事への刺激にもなっています。

 本プログラムでは、経験豊富な講師陣による充実
した講義や研究への手厚いサポートはもちろんの
こと、各講義での意見交換の機会が大きな魅力で

す。少人数ながら多様なバックグラウンドをもつ学生同士のやり取りや
講師のコメントから、それまで意識してこなかった問題に気づくといっ
た発見があります。仕事の傍ら、発表やシミュレーション演習等に向けた
準備を行うことは大変ですが、それ以上に濃い学びを得ていると実感し
ています。

カテリナ・ペチコ　政策研究大学院大学教授
学位：テンプル大学（Ed.D.）　専門分野：教育学、言語教育
主な経歴：上智大学経済学部非常勤講師　
担当講義：Principles of Effective Communication, Effective Communication for Global Leaders

マシュー・ブルーマ　政策研究大学院大学講師
学位：東京大学（博士号）、コロンビア大学（Master of International Affairs）　専門分野：科学技術イノベーション政策・外交
主な経歴：経済産業省英語スピーチライター、The Economistアナリスト
担当講義：国際関係の理論と研究方法演習

廣中 雅之　政策研究大学院大学非常勤講師
主な経歴：1979年防衛大学校卒、元航空自衛官（空将）、統合幕僚監部運用部長、西部航空方面隊司令官、航空支援集団司令
官、航空教育集団司令官などを歴任（2014年退官）、ジョンズ・ホプキンス大学高等国際問題研究大学院修士課程卒、戦略国際
問題研究所客員研究員、スタンフォード大学国際安全保障研究所研究員、新アメリカ安全保障研究所上級研究員、米国・笹川
平和財団国家安全保障・外交問題研究員及びアジア・パシフィック・イニシアティブ・シニア・フェロー、現在、大阪大学大学院招
へい教授、政策研究大学院大学非常勤講師。

組織や国のブランドに依存しない
国際交渉を率いる人材

国・地方の政策担当者　　   　　     　　 民間企業職員　　　   　　       メディア従事者

プロフェッショナルスキル（実践科目）
国際関係・外交シミュレーション/国際交渉 /交渉と発信のための英語

学術的理論武装（アカデミック科目）

学術的理論に裏付けられた《真の外交力》
世界各地の
地域情勢の把握

日本と世界の
近代史への理解

国際関係
研究手法の習得

戦略論の
基礎の習得

国際法、国際経済、安全保障等に
関する様々な知識

英語による
交渉力の習得

学術的
分析能力の習得

国際経済 /国際法 /地政学リスク/安全保障 /外交戦略

対
象
者

講
義
内
容

必
要
と
さ
れ
る
力

北野 允 さん 
（文部科学省）

髙林 優花 さん 
（日本経済団体連合会）
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夜間/土曜 開講講座

港区六本木

2年修士学位プログラム

Photo : Masao Nishikawa

国立大学法人 政策研究大学院大学
アドミッションズ・オフィス
〒 106-8677 東京都港区六本木 7-22-1 
Email : admissions@grips.ac.jp

出願から就学までのスケジュール（2022年4月入学）

国際的な研究・教育環境

充実した英語サポート

政策研究大学院大学（GRIPS）の特色

■お問い合わせ先

学位　　　　　　修士（政策研究）
授業言語　　　　日本語・英語（学位論文は英語）
標準修業年限　　2年（4月入学）
募集人員　　　　10名程度
選抜方法　　　　書類審査及び面接
学費　　　　　　検定料30,000円、入学料282,000円、授業料642,960円（年間）
開講時間帯　　　夜間/土曜
場所　　　　　　港区六本木 大江戸線六本木駅より徒歩5分/千代田線乃木坂駅
                           より徒歩6分/日比谷線六本木駅より徒歩10分

出願期限      2021年10月15日（第1回）、2022年1月7日（第2回）
第1次審査（書類選考）結果通知     
2021年11月5日（第1回）、2022年2月3日（第2回）
第2次審査（面接）     
2021年11月11日または12日（第1回）、 
2022年2月9日または10日（第2回）
第2次審査結果通知
2021年11月25日（第1回）、2022年2月24日（第2回）
就学開始     2022年4月

　キャンパスは東京都心・六本木に位置し、全学生の約3分の2が留学生という極めて国際的な環境です。英語による科目の履修を通じて、世界各国の政府部門
で働くミッドキャリアである留学生達との政策議論に挑戦してください。また、交流イベント等を通じた学生間の国際交流も積極的に支援しています。このような
環境を通じて、修了後のキャリアにおいても貴重な財産となる人的ネットワークを構築してください。

　本学に設置されたプロフェッショナル・コミュニケーションセンター（CPC）では、大学院教育に求められる高度なアカデミック英語だけでなく、GRIPS修
了後に、プロフェッショナルとして国際的な現場で生かすことのできる実践的な英語のトレーニングなど、英語に関するあらゆるサポートを行っています。
　プロフェッショナルとして求められる会話、プレゼンテーション、議論、文書作成等に関する英語力を身につけるためのワークショップ、英語で行われる講義
を履修したい日本人学生向けのLanguage Support Program for Japanese Students、英語学習の教材の閲覧や、学生同士のコミュニケーションの場と
して自由に使用できるコミュニケーションラウンジなど、充実したサポート環境を最大限に活用してください。

プログラム概要


